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市民課の窓口（田無庁舎）

市内の保育園

ひばりヶ丘駅の北口周辺

質
問
　
市
内
道
路
照
明
1
万
800

灯
の
電
気
使
用
料
を
、
現
在
の

月
払
い
か
ら
年
間
一
括
払
い
に

し
、
減
免
制
度
活
用
で
経
費

（
税
金
）
の
削
減
を
せ
よ
。

市
長
　
ご
提
案
の
よ
う
に
経
費

節
減
で
き
な
い
か
研
究
す
る
。

質
問
　
保
育
園
待
機
児
ゼ
ロ
へ

早
急
に
改
善
対
策
を
示
せ
。

市
長
　
計
画
的
な
保
育
園
建
て

替
え
等
で
０
・
１
・
２
歳
児
の

受
け
入
れ
枠
を
拡
大
し
た
い
。

質
問
　
一
時
保
育
制
度
の
利
用

拡
大
の
た
め
さ
ら
な
る
充
実
を
。

部
長
　
市
内
５
園
と
も
予
約
が

い
っ
ぱ
い
で
希
望
者
の
需
要
に

こ
た
え
切
れ
て
い
な
い
実
情
だ
。

状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　
緊
急
一
時
保
育
は
、
弾

力
的
な
運
用
で
有
効
利
用
を
。

部
長
　
現
在
の
利
用
状
況
は
必

ず
し
も
多
く
な
い
。
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

質
問
　
視
覚
障
害
者
が
横
断
歩

道
を
安
全
に
渡
る
た
め
、*

エ
ス

コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置
を
。

市
長
　
今
後
研
究
し
て
い
く
。

質
問
　
学
校
に
緊
急
地
震
速
報

装
置
を
設
置
し
防
災
体
制
充
実
を
。

教
育
長
　
庁
内
の
検
討
結
果
を

待
ち
た
い
。

質
問
　
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
実
施
校

を
増
や
し
て
い
く
と
環
境
審
議

会
答
申
が
あ
っ
た
。
実
施
せ
よ
。

教
育
長
　
校
長
会
で
各
学
校
に

取
り
組
む
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

要
望
　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認

証
取
得
に
、
助
成
制
度
実
施
を
。

要
望
　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

に
情
報
提
供
と
相
談
窓
口
を
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
市
は
納
税
課

が
中
心
に
な
っ
て
休
日
相
談
窓

口
を
年
４
回
、
土
曜
窓
口
を
月

１
回
開
設
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
社
会
状
況
が
変
化
し
た
現

在
は
市
民
要
望
が
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
土
曜
・
日
曜
開
庁
窓

口
の
拡
大
を
求
め
ま
す
。

答
弁
　
現
在
、
毎
週
土
曜
日
の

午
前
中
に
市
民
課
窓
口
を
開
設

し
、
転
出
入
届
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
、
戸
籍
関
係
証
明
な
ど

市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
項
目
に
つ

い
て
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
行
政
コ
ス

ト
の
低
減
の
た
め
に
総
職
員
数

の
削
減
に
努
め
て
お
り
、
土
曜

日
窓
口
も
職
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
工
夫
し
て
い
ま
す
が
、
住

民
票
、
印
鑑
証
明
の
交
付
は
、

自
動
交
付
機
で
平
日
夜
間
・
土

曜
日
も
可
能
で
あ
り
、
同
機
で

の
代
替
策
も
考
慮
し
つ
つ
判
断

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
　
粗
大
ご
み
受
付
専
用
電

話
の
休
日
開
設
を
求
め
ま
す
。

答
弁
　
粗
大
ご
み
の
受
付
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
と
事
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
19
年
６
月

か
ら
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て

専
用
電
話
に
よ
る
受
付
を
開
始

し
ま
し
た
。
５
月
ま
で
は
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
か

ら
は
土
曜
日
を
加
え
る
と
と
も

に
午
後
６
時
ま
で
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
日
曜
・
祭
日
の
受
付

は
コ
ス
ト
面
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

転
入
時
の
手
続
の
拡
充

質
問
　
市
民
が
最
初
に
行
政
に

触
れ
る
の
は
転
入
時
の
窓
口
手

続
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
よ
り
確
認
を
行
い
、
手
続
漏

れ
を
防
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
年
間
転
入
者
は
１
万
２

千
人
お
ら
れ
る
。
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
作
成
を
検
討
す
る
。

１９
年
行
政
評
価
の
実
施
手
順

質
問
　
見
直
し
事
業
の
市
民
説

明
が
さ
れ
な
い
ま
ま
来
年
度
予

算
化
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。
予

算
化
へ
の
手
順
と
し
て
市
民
説

明
・
合
意
を
ど
う
と
る
の
か
。

答
弁
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
っ
た
。

耐
震
診
断
を
早
期
実
施
せ
よ

質
問
　
な
か
ま
ち
保
育
園
ほ
か

５
保
育
園
、
市
民
会
館
ほ
か
８

施
設
が
未
実
施
で
あ
る
。
施
設

保
全
計
画
策
定
よ
り
前
に
安
全

性
確
保
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
早
急
な
対
応
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
・

課
題
に
つ
い
て

質
問
　
教
育
相
談
を
中
心
に
各

部
署
に
あ
る
相
談
機
能
の
全
庁

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

た
と
認
識
し
て
い
る
。
横
の
連

携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
の
か
。

答
弁
　
境
界
の
な
い
チ
ー
ム
編

成
等
に
よ
り
的
確
迅
速
な
対
応

が
可
能
と
な
っ
た
。

要
望
　
不
登
校
・
引
き
こ
も

り
・
ニ
ー
ト
対
策
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
早
急
に
具
体
的
な
対
応

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

質
問
　
将
来
ヒ
バ
リ
タ
ワ
ー
を

建
て
替
え
る
と
き
に
、
市
が
駐

車
場
以
外
の
容
積
率
を
カ
ウ
ン

ト
す
る
施
設
に
変
更
し
た
場
合
、

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
者
に
影
響
は

あ
る
の
か
。
ヒ
バ
リ
タ
ワ
ー
駐

輪
場
開
設
時
に
、
一
時
使
用
料

金
を
150
円
か
ら
100
円
に
全
市
統

一
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

市
長
　
建
て
替
え
後
の
具
体
的

な
建
物
用
途
は
区
分
所
有
者
と

の
協
議
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
と

の
認
識
を
し
て
い
る
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
地
区
整
備

事
業
の
早
期
実
現
を
図
れ
！

質
問
　
駅
北
口
の
都
市
計
画
道

路
の
事
業
認
可
の
時
期
と
、
事

業
推
進
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
20
年
１
月
に
事
業
認
可

取
得
の
見
込
み
で
あ
る
。
事
業
用

地
買
収
と
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
早
期
整
備

が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
交
通
計
画
で
は
「
は
な

バ
ス
ル
ー
ト
の
見
直
し
」
が
21

年
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
検
討

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

市
長
　
20
年
度
に
検
討
組
織
を

立
ち
上
げ
、
見
直
し
作
業
を
進

め
る
予
定
で
あ
る
。

新
庁
舎
構
想
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
　
施
設
白
書
が
作
成
さ
れ

た
が
、
市
長
任
期
中
に
２
庁
舎

体
制
解
消
に
向
け
た
新
庁
舎
構

想
の
方
向
性
や
具
体
策
を
ま
と

め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
庁
内
で
２
庁
舎
体
制
の

問
題
点
等
の
洗
い
出
し
を
指
示

し
て
お
り
、
検
討
す
る
体
制
を

構
築
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
平
成
18
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
去
る
10
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で

の
５
日
間
に
わ
た
り
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
は

12
月
12
日
に
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計
は
12
月
14
日
開
催
の
駅
周
辺
再
開

発
等
特
別
委
員
会
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳入＜平成18年度各会計決算の概要＞

市税
46.9％

民生費
36.4％

土木費
12.3％

衛生費7.5％

公債費7.5％

その他3.1％
消防費4.2％

都支出金
8.4％

国庫支出金7.6％

繰入金4.7％

地方交付税4.4％

財産収入2.8％

地方消費税交付金
3.1％

市債
9.7％

総務費
14.7％

教育費
14.3％

その他
12.4％

一般会計歳出

総　額
603億6,074万円

総　額
591億3,051万円

会　計　名
一般会計

合　　計

国民健康保険
下水道事業
受託水道事業
中小企業従業員
退職金等共済事業
老人保健（医療）
駐車場事業
介護保険
保谷駅南口地区第一
種市街地再開発事業

市が長期に借り入れたお金
市の貯金（基金等）から繰り入れたお金
高齢・障害者の方、子どもへの福祉にかかる費用
市役所の運営、財産管理などにかかる費用
道路・公園の整備などにかかる費用
保健衛生関係、ごみ収集、公害対策などにかかる費用
市債（長期の借金）の返済にかかる費用

603億6,074万円
163億2,469万円
50億6,445万円
9億3,017万円

1億4,348万円

129億451万円
1億9,144万円
83億9,950万円

18億451万円

1,061億2,347万円

591億3,051万円
159億1,884万円
50億1,837万円
9億3,017万円

6,861万円

128億1,732万円
1億8,144万円
81億673万円

16億6,502万円

1,038億3,701万円

12億3,023万円
4億585万円
4,608万円

0円

7,486万円

8,719万円
1,000万円

2億9,276万円

1億3,949万円

22億8,646万円
市　　　　　債
繰　　入　　金
民　　生　　費
総　　務　　費
土　　木　　費
衛　　生　　費
公　　債　　費

特
別
会
計

予
算
科
目
の
説
明

歳
入

歳
　
出

収入済額 支出済額 収入支出差引額


